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９月定例会開会中です。 
 

９月定例会は、９月６日から 10月 20日の 45日間の日程で開会されています。 

今定例会に市長より提出された議案は、専決処分報告議案 1件、予算議案 4件、決算議案 4件、

条例議案 7件、一般議案 1４件、道路議案 2件、人事議案 8件、合計 40件です。 

9月議会は決算議会ともいわれるように平成 28年度決算の審査がメインとなりますが、市民の

皆様方からお預かりした貴重な税金の使い方に無駄はないのか、適正かつ効果的に事業が行われ

たのか厳しく審査を行い、平成 30年度予算編成に向けての政策提言を行ってまいります。 

また、私が委員長を務める議会運営委員会では、不正受給の発覚により議員辞職が相次ぐ政務

活動費の使い方などについて、これまでの運用指針の見直を進めています。あわせて、議員の定

数や質疑・討論時間、議員派遣要綱の見直し等様々な課題に取り組むこととしています。 

議会運営委員長として正副議長と協力をしながら公平・公正な議会運営を進めるとともに、議員

本来の責務である行政のチェツク機能の充実と政策立案能力の向上に努めてまいります。 

市政に対するご意見ご要望等ございましたら阪本事務所までご連絡しださい。 
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補正予算の概要 

１．健康・福祉の充実 

１）保育人材を確保する取組を強化するため、雇用する保育士

の宿舎の借り上げを行う事業者に対する補助金を拡充する 

２）子ども家庭総合センターの供用開始に伴い、指定管理者に

よる管理運営を実施する 

 

２．教育の充実 

１）就学援助制度における新入学用品の支給額を引き上げます 

２）中学校入学予定の児童の保護者に対し、入学前に入学準備

金の支給を行う 

 

３．公共交通の充実 

１）2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた長

距離バスターミナルの暫定整備を行うため、用地を取得する 

http://sakamoto-katsumi.net/


さいたま市 平成２８年度決算状況について 

〔一般会計〕 

歳入決算額 ４６０８億６千６百万円（前年比 0.5％増）  

歳出決算額 ４５１１億８千５百万円（前年比 0.7％増） 
 

平成２８年度は、本市の良さや強みである「教育」、「環境」、「健康・スポーツ」といった分

野を生かしながら、将来を見据えて、「子育て支援」、「安心・安全」といった施策に重点的に

取り組み、より多くの市民が住みやすいと感じる都市の実現を目指しまいりました。 

 

〇決算の特徴 

・ さいたま市誕生以来、歳出決算額は最大規模 

・ 実質収支額は、23億 81百万円で連続して黒字を達成 

・ 市税収入は、前年度比41億 89百万円の増 

・ 歳出は、民生費・教育費が増加 

〇歳入の主な特徴 

・ 市税は、個人市民税の増、固定資産税の増、都市計画税の増、法人市民税の減等により 

41億 89百万円（1.9％）の増となった。 

・ 地方消費税交付金は、18億 46百万円（8.9％）の減となった。 

〇歳出の主な特徴 

・ 民生費は、特定教育・保育施設等運営事業の増、臨時福祉給付金給付事業の増、自立支援

給付等事業の増等により72億 5百万円（4.1%）の増となった。 

・ 教育費は、小学校新設校建設事業の増、小中学校営繕事業の減等により 18 億 19 百万円

（4.8％）の増となった。 

 

スポーツシューレの桜区設置に向けて議案外質問に臨む！   

１．スポーツシューレに関しての基本的な考え方を伺う？ 

  本市におけるスポーツシューレは、国際的な利用も視野に入れた、クラブハウスや研修、

宿泊等の施設を併せ持つスポーツ拠点として位置付けます。 

２．検討状況について伺う？ 

  荒川河川敷のスポーツ施設群を活用して設置する案を含めて 3つの検討案について、費用

対効果や実現性の観点から優先順位を決定し、 

  整備に向けて具体化してまいります。 

３．今後のスケジュールについて伺う？ 

  3 つの検討案について絞り込みを行うとともに、 

  スポーツシューレに必要な施設、機能や運営体制 

  について検討を行い、「さいたまスポーツシューレ」 

構想を今年度末までに策定します。 

 


